
　
　
　
　
　
　
　
　
目
　
　
　
　
　
次

は
じ
め
に
（『
鹿
児
島
市
立
病
院
史
』
の
続
編
と
し
て
）

　
　
　
序
　
文		

鹿
児
島
市
長	

森
　
　
　
博
　
幸

　
　
　
巻
頭
言		

鹿
児
島
市
立
病
院
長	

坪
　
内
　
博
　
仁

第
１
編
　
先
端
医
療
の
幕
開
け
（
昭
和
56
年
～
63
年
）

第
１
章	

「
慈
愛
像
」
建
立

���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
2

○
小
児
科
50
床
増
床
　
　
○
事
業
完
了
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

第
２
章	

電
算
シ
ス
テ
ム
の
導
入

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
7

○
電
算
シ
ス
テ
ム
の
始
動

第
３
章	

国
際
交
流

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
9

○
長
沙
市
の
研
修
医
受
け
入
れ

第
４
章	

先
端
医
療
の
幕
開
け

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
12

○
上
木
家
五
つ
子
ち
ゃ
ん
、
ス
ク
ス
ク
　
　
○
県
内
初
の
無
菌
手
術
室
が
完
成
　
　
○
上
高
原
勝
美

院
長
が
退
任
、
時
任
純
孝
院
長
が
就
任
　
　
○
南
九
州
初
の
腎
臓
移
植
　
　
○
県
内
初
の
胎
児
輸
血
　
　

○
九
州
初
の
体
外
受
精
に
成
功



第
５
章	

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
開
設

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
20

○
県
か
ら
の
開
設
要
請
　
　
○
応
諾
、
オ
ー
プ
ン
　
　
○
形
成
外
科
も
同
時
開
設
　
　
○
リ
ハ
ビ
リ
セ

ン
タ
ー
拡
充
　
　
○
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
棟
建
設
へ

第
６
章	

充
実
す
る
診
療
科
目

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
26

○
１
号
館
１
階
な
ど
改
修
　
　
○
病
理
研
究
検
査
室
の
設
置
　
　
○
診
療
16
科
体
制
、
日
帰
り
ド
ッ
ク

も
　
　
○
夕
食
時
間
の
変
更
　
　
○
駐
車
場
を
有
料
化
　
　
○
時
任
院
長
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
　
　
○
小
児

外
科
を
開
設
　
　
○
医
療
相
談
コ
ー
ナ
ー
設
置
　
　
○
赤
ち
ゃ
ん
に
も
心
筋
梗
塞
　
　
○
「
フ
ァ
イ
リ

ン
グ
」
と
「
コ
ス
モ
」
命
名
　
　
○
新
生
児
セ
ン
タ
ー
10
年
、
救
命
率
96
％

第
２
編
　
救
急
医
療
の
充
実
（
平
成
元
年
～
９
年
）

第
１
章	

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
本
格
稼
働

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
38

○
新
セ
ン
タ
ー
棟
が
誕
生

第
２
章	

高
度
医
療
機
器
の
導
入
強
化

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
41

○
し
め
や
か
に
合
同
慰
霊
祭
　
　
○
心
臓
血
管
撮
影
装
置
な
ど
導
入
　
　
○
麻
酔
科
の
外
来
診
療
開

始
　
　
○
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
医
療
活
動
　
　
○
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
始
動
　
　
○
胎
児
の
治
療
成
功
を

報
告
　
　
○
初
の
腹
腔
鏡
手
術
で
胆
嚢
摘
出
　
　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
木
曜
会
」
始
動
　
　
○
Ｍ
Ｒ
Ｉ

を
導
入
　
　
○
時
任
純
孝
院
長
が
勇
退
、
外
西
寿
彦
院
長
が
就
任
　
　
○
遠
隔
地
の
胎
児
、
画
像
で
診

断
　
　
○
３
度
目
の
ベ
ス
ト
エ
ッ
セ
イ
賞
　
　
○
上
高
原
第
３
代
院
長
が
死
去
　
　
○
胃
が
ん
と
ウ
イ

ル
ス
の
関
連
発
表
　
　
○
独
立
採
算
制
で
初
赤
字
　
　
○
体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
装
置
を
導
入
　
　
○

４
本
の
指
を
再
接
着
　
　
○
森
副
院
長
に
日
本
医
師
会
最
高
優
功
賞
　
　
○
大
仁
田
厚
さ
ん
退
院
　



第
３
章	

８
・
６
水
害
と
阪
神
・
淡
路
大
震
災

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
58

○
外
西
院
長
が
急
逝
　
　
○
後
任
に
武
弘
道
副
院
長
　
　
○
８
・
６
水
害
、
職
員
一
丸
で
　
　
○
阪
神
・

淡
路
大
震
災
に
対
応
　
　
○
被
災
地
に
３
次
の
応
援
隊
　

第
４
章	

伝
染
病
棟
の
供
用
と
感
染
症
病
床
の
設
置

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
67

○
伝
染
病
棟
を
供
用
開
始
　
　
○
特
三
類
看
護
に
移
行
　
　
○
立
体
駐
車
場
が
完
成
　
　
○
腸
移
植
で

声
取
り
戻
す
　
　
○
高
気
圧
酸
素
治
療
装
置
を
導
入
　
　
○
土
曜
日
の
外
来
休
診
　
　
○
血
管
造
影

撮
影
装
置
な
ど
導
入
　
　
○
歯
科
口
腔
外
科
、
リ
ウ
マ
チ
科
開
設
　
　
○
病
院
モ
ニ
タ
ー
制
度
発
足
　
　

○
院
内
学
級
ス
タ
ー
ト
　
　
○
基
幹
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
に
指
定
　

第
３
編
　
周
産
期
医
療
の
充
実
（
平
成
10
年
～
19
年
）

第
１
章	

新
生
児
セ
ン
タ
ー
増
床
と
専
用
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
導
入

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
78

○
県
民
運
動
バ
ッ
ク
に
　
　
○
「
こ
う
の
と
り
号
」
導
入
も
　
　
○
母
子
保
健
奨
励
賞
に
茨
科
長
　

第
２
章	

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
設

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
82

○
新
生
児
外
来
を
優
先
　
　
○
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
開
設
　
　
○
「
総
合
周
産
期
」
セ
ン
タ
ー
開
設
　

第
３
章	

県
内
初
の
自
治
体
立
優
良
病
院
の
表
彰

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
86

○
Ｏ
Ｂ
、
現
役
と
の
初
の
懇
親
会
　
　
○
県
内
初
の
自
治
体
立
優
良
病
院
　
　
○
心
臓
血
管
外
科
を

開
設
　
　
○
県
内
で
２
つ
目
の
臓
器
提
供
施
設
に
　
　
○
禁
煙
外
来
を
開
設
　
　
○
外
来
待
合
室
の

全
面
禁
煙
　
　
○
20
世
紀
最
後
の
大
運
動
会
　
　
○
脳
動
脈
瘤
難
手
術
に
成
功
　
　
○
武
弘
道
院
長

が
退
任
、
谷
口
良
康
院
長
が
就
任
　
　
○
10
代
男
性
に
骨
髄
移
植
　
　
○
ヘ
リ
搬
送
で
宮
崎
の
乳
児
救

う
　
　
○
中
央
集
中
治
療
室
に
改
称
　
　
○
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
更
新
　
　
○
順
番
表
示
・
精
算
機
な
ど
導



入
　
　
○
県
内
初
、
脳
死
下
で
の
臓
器
提
供
　
　
○
本
郷
か
ま
と
さ
ん
、
死
去
　
　
○
新
医
師
臨
床
研

修
制
度
が
ス
タ
ー
ト
　
　
○
Ｍ
Ｅ
機
器
中
央
管
理
室
を
立
ち
上
げ
　
　
○
心
の
ケ
ア
に
心
理
士
配
置
　
　

○
谷
口
良
康
院
長
が
退
任
、
上
津
原
甲
一
院
長
が
就
任
　
　
○
新
電
算
シ
ス
テ
ム
を
導
入
　
　
○
市
立

高
等
看
護
学
校
が
閉
校
　
　
○
全
国
自
治
体
病
院
学
会
の
開
催
　
　
○
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
Ｃ
Ｔ
　
　

○
「
安
全
管
理
室
」
と
「
連
携
室
」　
　
○
認
定
看
護
師
の
誕
生
　
　
○
院
内
学
級
生
の
作
品
入
選
　

第
４
章	

移
転
開
院
の
方
針

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
111

○
検
討
委
員
会
立
ち
上
げ
　
　
○
あ
り
方
検
討
委
員
会
を
設
置
　
　
○
Ｊ
Ｔ
跡
地
を
購
入
、
移
転
建
て

替
え
へ
　
　
○
Ｊ
Ｔ
跡
地
の
縁
　
　
○
「
北
側
に
病
院
」
案
　

第
４
編
　
新
病
院
へ
の
始
動
（
平
成
20
年
～
26
年
）

第
１
章	

新
病
院
建
設
へ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
122

○
27
年
の
開
院
目
指
す
　
　
○
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
せ
ず
」　
　
○
５
つ
の
基
本
方
針
　
　
○
基
本
設
計
に

着
手
　
　
○
新
病
院
の
姿
、
明
ら
か
に
　
　
○
住
民
説
明
会
　
　
○
ヘ
リ
飛
行
の
騒
音
調
査
　
　
○
工

事
の
安
全
祈
願
　
　
○
「
鹿
児
島
の
シ
ン
ボ
ル
に
」　
　
○
27
年
５
月
１
日
開
院
　

第
２
章	

東
日
本
大
震
災
と
災
害
協
定

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
133

○
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
　
　
○
市
立
病
院
チ
ー
ム
出
動
　
　
○
相
互
応
援
の
機
運
広
が
る
　

第
３
章	

「
地
域
が
ん
」「
小
児
救
急
」
の
拠
点
病
院

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
139

○
「
地
域
が
ん
」
拠
点
病
院
に
　
　
○
小
児
外
来
の
診
療
体
制
変
更
　
　
○
「
小
児
救
急
」
も
拠
点
病

院
に
　

第
４
章	

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
ド
ク
タ
ー
カ
ー

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
143



○
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
開
始
　
　
○
新
生
児
搬
送
を
強
化
　
　
○
ド
ク
タ
ー
カ
ー
始
動
　

第
５
章	

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
の
開
設

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
148

○
「
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
」
開
設
　
　
○
地
域
連
携
パ
ス
の
運
用
　
　
○
米
国
大
学
と
研
修
協
定
　
　
○

小
児
病
棟
に
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
　
　
○
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
に
移
行
　
　
○
外
来
化
学
療
法
室
を
開
設
　
　

○
元
院
長
の
武
弘
道
さ
ん
死
去
　
　
○
新
型
イ
ン
フ
ル
で
発
熱
外
来
開
設
　
　
○
自
治
体
立
優
良
病
院

の
表
彰
　
　
○
初
の
院
内
災
害
訓
練
　
　
○
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
外
来
を
開
設
　
　
○
ネ
コ
原
因
の
停
電
　
　

○
市
立
産
院
を
廃
止
　
　
○
２
度
目
の
大
臣
表
彰
　
　
○
病
院
機
能
評
価
の
受
審
と
認
定
　
　
○
嬉
し

い
贈
り
物
　
　
○
手
作
り
図
書
室
を
開
設
　
　
○
ド
ク
タ
ー
ト
レ
イ
ン
　
　
○
中
国
吉
林
省
か
ら
ド

ク
タ
ー
研
修
　
　
○
院
外
処
方
へ
移
行
　
　
○
向
こ
う
10
年
の
経
営
計
画
　
　
○
「
７
対
１
」
看
護
体

制
を
導
入
　
　
○
上
津
原
甲
一
院
長
が
退
任
、
坪
内
博
仁
院
長
が
就
任
　
　
○
事
業
収
益
、
過
去
最
高
　
　

○
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
　

第
６
章	

最
新
機
器
の
導
入
と
更
新

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
172

○
「
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
」
な
ど
　
　
○
３
・
０
Ｔ
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
導
入
　
　
○
リ
モ
ー
ト
・
ア
フ
タ
ー
・
ロ
ー
デ
ィ

ン
グ
装
置
更
新
　
　
○
不
整
脈
治
療
の
シ
ス
テ
ム
導
入
　
　
○
心
臓
血
管
造
影
装
置
の
更
新
　
　
○
全

身
用
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
を
更
新
　
　
○
双
胎
間
輸
血
レ
ー
ザ
ー
を
導
入

第
５
編
　
地
域
医
療
連
携
の
推
進
（
平
成
27
年
～
平
成
31
年
）

第
１
章	

移
転
開
院

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
180

○
移
転
準
備
の
組
織
づ
く
り
　
　
○
新
病
院
が
完
成
　
　
○
高
度
機
器
を
大
幅
刷
新
　
　
○
物
品
移

送
、
慈
愛
像
も
　
　
○
院
内
保
育
所
「
こ
あ
ら
っ
こ
」
開
所
　
　
○
新
病
院
の
完
成
祝
う
　
　
○
コ
ン

セ
プ
ト
は
「
光
と
緑
あ
ふ
れ
る
」　
　
○
「
上
荒
田
の
杜
公
園
」
も
　
　
○
患
者
移
送
の
リ
ハ
ー
サ
ル
　
　



○
加
治
屋
町
で
閉
院
式
　
　
○
ミ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
プ
リ
ー
ト
　
　
○
新
病
院
が
本
格
オ
ー
プ
ン
　

第
２
章	

旧
病
院
解
体
と
跡
地
活
用

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
193

○
「
潤
い
の
拠
点
」
に
「
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」　
　
○
１
年
４
カ
月
か
け
解
体
　
　
○
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

出
現
　
　
○
駐
車
場
跡
に
は
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
　
　
○
病
院
跡
地
に
「
大
河
ド
ラ
マ
館
」　

第
３
章	

移
転
開
院
後
の
取
り
組
み

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
198

○
診
療
科
再
編
・
入
退
院
セ
ン
タ
ー
　
　
○
２
例
目
、
３
例
目
の
脳
死
判
定
　
　
○
病
院
機
能
評
価
の

受
審
と
認
定
　
　
○
鹿
児
島
大
学
病
院
と
の
連
携
　
　
○
初
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
○
移
転

後
、
初
の
災
害
訓
練
　
　
○
第
１
回「
市
民
の
た
め
の
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催
　
　
○
鹿
児
島
大
学
大

学
院
と
連
携
講
座
　
　
○
人
間
ド
ッ
ク
廃
止
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
Ｏ
Ｋ
　
　
○
選
定
療
養
費
を
徴
収

第
４
章	

熊
本
地
震
へ
の
対
応
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○
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
活
動
中
に
本
震
　
　
○
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
赤
ち
ゃ
ん
搬
送
に
尽
力
　
　
○
熊
本
市
民
病

院
看
護
師
ら
受
け
入
れ
　

第
５
章	

先
端
機
器
導
入
と
病
院
改
革
プ
ラ
ン
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○
診
療
内
容
の
紹
介
本
を
発
刊
　
　
○
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
（
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
）
導
入
　
　
○
10
カ
年

事
業
計
画
の
見
直
し
　
　
○
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
　
　
○
先
進
内
視
鏡
診
断
・
治
療
セ
ン
タ
ー
開

設
　
　
○
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
拡
大
　
　
○
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
・
Ｃ
Ｔ
」
が
始
動
　
　
○
看
護
部
主
催
の
「
健

康
教
室
」
始
ま
る
　
　
○
中
国
開
封
市
と
の
交
流
　
　
○
「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
の
承
認
　
　
○
「
Ｄ

Ｐ
Ｃ
特
定
病
院
群
（
旧
Ⅱ
群
）」
に
も
　
　
○
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
　
　
○
臨
床
修
練
外
国
医
師
を
受
け
入

れ
　
　
○
坪
内
院
長
に
学
術
賞



第
６
編
　
市
立
病
院
の
あ
ゆ
み
と
今
後
の
展
望
（
座
談
会
）
�
�
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【
出
席
者
】

　
鹿
児
島
大
学
病
院
　
　
　
　
　
　
院
長
　
夏
　
越
　
祥
　
次
　
氏

　
鹿
児
島
市
医
師
会
　
　
　
　
　
　
会
長
　
上
ノ
町
　
　
仁
　
　
氏

　
鹿
児
島
県
く
ら
し
保
健
福
祉
部
　
部
長
　
中
　
山
　
清
　
美
　
氏

　
鹿
児
島
市
立
病
院
　
　
　
　
　
　
院
長
　
坪
　
内
　
博
　
仁

　
　
・
鹿
児
島
市
立
病
院
を
取
り
巻
く
背
景
と
特
徴
、
取
り
組
み

　
　
・
鹿
児
島
大
学
病
院
と
鹿
児
島
市
立
病
院
と
の
連
携

　
　
・
鹿
児
島
市
医
師
会
が
期
待
す
る
鹿
児
島
市
立
病
院
の
役
割

　
　
・
鹿
児
島
県
地
域
医
療
構
想
と
鹿
児
島
市
立
病
院

　
　
・
災
害
医
療
へ
の
対
応
と
果
た
す
べ
き
役
割
、
課
題

　
　
・
新
し
い
鹿
児
島
市
立
病
院
と
の
関
わ
り
方
と
印
象
、
評
価

　
　
・
鹿
児
島
市
立
病
院
の
今
後
の
役
割
と
目
指
す
も
の

第
７
編
　
資
　
料
　
編

第
１
章	

医
学
業
績

⑴
　
病
院
事
業
管
理
者
　
学
術
論
文
等
の
研
究
発
表
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⑵
　
診
療
部
門
学
術
論
文
等
研
究
発
表
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「
内
科
」「
消
化
器
内
科
」「
循
環
器
内
科
」「
小
児
科
」「
新
生
児
内
科
」「
放
射
線
科
」

「
消
化
器
外
科
」「
乳
腺
外
科
」「
小
児
外
科
」「
整
形
外
科
」「
形
成
外
科
」「
脳
神
経
外
科
」

「
皮
膚
科
」「
産
婦
人
科
」「
眼
科
」「
耳
鼻
咽
喉
科
」「
歯
科
口
腔
外
科
」「
麻
酔
科
」「
救
急
科
」



「
病
理
診
断
科
」

⑶
　「
薬
剤
部
」
学
術
論
文
等
研
究
発
表
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⑷
　「
看
護
部
」
学
術
論
文
等
研
究
発
表
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⑸
　
医
療
技
術
部
門
学
術
論
文
等
研
究
発
表
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「
放
射
線
技
術
科
」「
臨
床
検
査
技
術
科
」

第
２
章	

現
　
況Ⅰ

　
機
構
図（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）
���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
339

Ⅱ
　
職
員
構
成（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）
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■
歴
代
院
長
・
副
院
長
・
看
護
部
長
・
事
務
局
長（
昭
和
56
年
以
降
）
���
�
�
�
�
�
346

Ⅲ
　
病
院
概
要（
平
成
29
年
度
末
現
在
）
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○
医
師
研
修
施
設
等
指
定
の
現
状
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Ⅳ
　
各
棟
別
断
面
図
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Ⅴ
　
各
棟
別
平
面
図
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第
３
章	

統
　
計Ⅰ

　
診
療
科
目
等
開
設
の
状
況

���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
357

Ⅱ
　
病
床
数
の
推
移
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Ⅲ
　
年
度
別
職
員
数
の
推
移
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Ⅳ
　
年
度
別
患
者
数
一
覧
表	
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⑴
　
入
院
延
患
者
数

���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
361

　
⑵
　
外
来
延
患
者
数
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Ⅴ
　
年
度
別
財
政
状
況
調



　
⑴
　
収
支
額
の
推
移
（
税
込
）
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⑵
　
損
益
計
算
書
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⑶
　
貸
借
対
照
表
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○
資
産
の
部
　
○
負
債
の
部
　
○
資
本
の
部
　

　
　
　
○
高
度
医
療
機
器
一
覧
表
（
単
価
１
０
０
０
万
円
以
上
）

特
集
　
市
立
病
院
の
思
い
出

　
　
　「
旧
市
立
病
院
の
思
い
出
」　
　
　
　
　
　
第
７
代
病
院
長
　
谷
　
口
　
良
　
康

���
436

　
　
　
思
い
出
　
―
８
年
間
の
軌
跡
―
　
　
　
　
第
８
代
病
院
長
　
上
津
原
　
甲
　
一

���
439

　
　
　
鹿
児
島
市
立
病
院
勤
務
を
振
り
返
っ
て
　
副
院
長
　
　
　
　
新
　
名
　
清
　
成

���
442

　
　
　
市
立
病
院
の
想
い
出
　
　
　
　
　
　
　
　
看
護
部
長
　
　
　
田
　
上
　
み
や
子

���
446

　
　
　【
市
立
病
院
の
思
い
出
】　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
　
　
松
　
永
　
初
　
男

���
448

　
　
市
立
病
院
を
支
え
た
ひ
と
び
と

　
　
　
○
鹿
児
島
市
立
病
院
現
職
者
（
平
成
三
十
年
十
二
月
一
日
現
在
）
��
�
�
�
�
�
�
451

第
８
編
　
鹿
児
島
市
立
病
院
年
表
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あ
と
が
き
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